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目的

日替わりランチの規則性を見つけ、メニューを予測
できるようにすることで、その日のランチを明治で

食べるかどうかを授業の内から考えられる！



データの収集方法、概要

食堂の券売機の横に貼られている週間メニュー表を
毎回写真に記録して参照した
（6/9から7月末までの8週間分）



データの収集方法、概要



データの収集方法、概要



プログラミングコード説明

 ライブラリarulesを読み込む

 csvファイルを読み込む

 上で入力したデータフレームを
トランザクションデータの形式
に変換する



プログラミングコード説明

 apriori()関数で連関規則を抽出
(maxlen:1つの連関規則に含ま
れる最大項目数

 subset()関数でさらに条件を設
定して連関規則を抽出する

 Inspectでルールを確認
(改善率liftの高い順に並べ替え)

用語説明

 maxlen:1つの連関規則に含ま
れる最大項目数

 supp:同時確率(support)

 conf:条件付き確率

(confidence)



結果ー曜日の影響

 水曜日でかつ、辛い料理のときはチキンチリソース(lift 14.7)



結果

 揚げ物と確定したときに改善率が高かったのはヤンニョムチ

キン(lift = 33.0)



結論

 現時点では、予測はできない

 ただし、規則性は見られたので、データを大量に集めれば予
測できそう
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